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平成１５年度独立行政法人国立特殊教育総合研究所知的障害教育研究部一般研究資料１
「知的障害のある児童生徒の担任教師と関係者との協力関係推進に関する研究－個別の指

導計画の作成に焦点をあてて－」研究報告書より転載

情報の共有・分析－インシデント・プロセス法による事例研究

竹林地 毅

（知的障害教育研究部重度知的障害教育研究室）

１．インシデント・プロセス法について

インシデント・プロセス法とは，マサチューセッ

ツ工科大学（ＭＩＴ）のピコーズ教授夫妻により考

案された事例研究法の一つである。

（ ）事例として実際に起こった出来事 インシデント

をもとに，参加者は出来事の背景にある事実を収集

しながら，問題解決の方策を考えていく。

事例研究法は，一般にケーススタディとも言

われ，実際の場面で起こる問題を事例として提

起・提案し，参加者が問題解決策を考える。そ

の過程で，参加者の分析力，判断力，問題解決

能力，職務遂行能力を養うことになる。

インシデント・プロセス法では，参加者それ

ぞれが事例について考え，自分が実行しなけれ

ばならないことに気づき，実行できるようにな

ることを目指している。つまり，参加者に問題

解決過程の共有化と理解が促されやすいといわ

れている。

２．インシデント・プロセス法の手順

インシデント・プロセス法による事例研究の手順

は，次の図のようになる。

第１ステップ 第２ステップ 第３ステップ 第４ステップ 第５ステップ

出来事の背景 グループに分出来事（イン

となっている 問題点を探り かれて，対応 学んだことのシデント）を 休憩，

事実を集め， しぼる。 策と理由を話 検討をする。提示し，調べ

まとめる。 し合う。る。

第１ステップ：インシデントを提示し，調べる。

○発表者

自分の仕事における問題で解決に苦労した実

例を選び，その中で起こった出来事（インシデ

ント）で解決に苦労した実例を具体的に提示す

る。

○司会者

参加者全員がその場面を具体的にイメージで

きるように質問をする。

第２ステップ：出来事の背景となっている事実を集

め，まとめる。

○司会者

参加者に次の留意点を説明する。

・簡潔に，具体的に質問をする

・質問を独占しない

・他の参加者と協力して関連した質問をする

・重複した質問はさける

・発表者の推測，感想，意見を求めない

・質問者が偏らないようにする

・回答中に割り込んで質問をしないようコント

ロールする

・質問内容の分散や偏りを是正する

・必要があれば質問されていないことに気づく

よう促したり，発表者に補足を求める

○参加者

発表者に質問し，解決に関係があると思われ

る事実を集める。

司会者の説明した留意点に注意し，自分なり

に出来事の全体像を組立ながら質問するが，

今後の対応は質問しない。

○発表者

事実を簡潔に回答する。
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・質問からそれたことは回答しない

・推測，意見は原則として言わない

・推測を答える場合，その根拠となる事実や理

由を簡潔に説明する

・今後の対応は言わない

第３ステップ：問題点を探り，しぼる。

○司会者

問題点を自由に話し合ってもらう。次に，今

後の対応について参加者に「具体案」を書いて

もらう。

具体案：自分ならこうするという具体的な内容

理由：そうする理由，根拠

具体案を回収し，休憩する。休憩中に内容を

分類する。

○参加者

出来事と集めた事実を総合する。自分なりの

事例の全体像を明確にする。問題点を一つにし

ぼり，自分の意見を言う。

自分なりの「具体案」を書く。

○発表者

参加者が出した問題点と自分が考えている問

題点を比較検討する。

第４ステップ：グループに分かれて対応策と理

由を話し合う

○司会者

分類した内容を提示し，参加者をグループ分

けし，リーダーを決めて自由に問題点を話し合

ってもらう。

・グループごとに「具体案」を決め，内容と理

由を話し合う

・発表者に実際の対応とその後の経過を発表し

てもらう

○参加者

グループのリーダーを決め 「具体案」につ，

いて話し合い，グループとしての内容と理由を

。 。固める グループごとに内容と理由を発表する

○発表者

参加者が考えた対応と自分の実際の対応を比

較検討する。グループに入るが自分がとった実

際の対応は話さない。最後に，実際の対応とそ

の後の経過を発表する。

第５ステップ：学んだことの検討をする

○司会者

参加者に何を学んだかを問う。何を学んだか

の話し合いに時間をかけるようにする。発表者

に補足や感想を問う。

○参加者

全体を振り返って，この事例と参加者相互か

ら何を教訓として学んだかを話す。

○発表者

言い残したことや事例研究の経過について感

想を述べる。

３．インシデント・プロセス法による事例研究

のメリット

( ) 発表者の用意する資料が少なくて済むので負担1
が少ない。

( ) 参加者一人一人が当事者の立場で考えられ，主2
体的，積極的な討論ができる。

( ) 実際の出来事をもとに，参加者が共通の体験を3
深めながら検討できる。

( ) 事例の事実について質疑応答がなされるので，4
発表者の対応について批判的になりにくい。

４．個別の指導計画の作成での期待される効果

，インシデント・プロセス法による事例研究では

参加者に次のような効果が期待できる。

( ) 実際に起こる問題を解決するための判断力や問1
題解決力を養うことができる。

( ) 情報の収集や分析の重要性を理解できる。2
( ) 討議の過程を通じて，参加者が互いの意見を傾3
聴し，話し合い，共に考えることの重要性が理解

できる。

従って，個別の指導計画の作成にかかわる担任教

師や関係者等がインシデント・プロセス法により事

， 。例研究をすることで 次のような効果が期待できる

( ) 個別の指導計画の作成のために必要な情報のと1
（ ）らえ方や収集・分析の考え方 ＝実践的な判断力

を学び，高め合うことができる。

( ) 指導方針や指導目標・方法の決定のプロセス2
（＝会議）の重要性を理解できる。

( ) 柔軟で実際的な指導方法を創造する力を養3
うことができる。

( ) 参加者が互いの意見を傾聴し，話し合い，4
共に考えることの重要性が理解でき，実際的

な協力関係を構築できる。
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